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要　旨
　Graham Greene の Brighton Rock（1938）はその「探偵小説」的要素からか、
これまでに２度映画化されている（1947年、2010年）。そのうち Rowan Joffé 監
督の版（2010）はストーリーとプロット展開に於いては原作に忠実であると言
えるが、その舞台は1964年の Brighton に設定されている。1960年代の Brighton
と言えばイギリスの若者文化、すなわち Mods 文化の「聖地」であり、対抗す
る文化集団 Rockers との抗争の地でもあった。
　この大胆な時代設定の変更にヒントを得て、本稿では若者文化の「聖地と抗
争の地としての Brighton」を主題に、1930年代から40年代の Brighton が Greene
の原作でどのように表象されているのかを分析する。そして Brighton という
土地がカトリック教徒である主人公 Pinkie と Rose、信仰心を持たず中産階級
的価値観で生きる Ida などの登場人物たちにとってどのような意味を持ってい
るのかを考察したい。
キーワード：イギリス文学、Graham Greene、アダプテーション
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０．序
　Graham Greene（1904-91）は1926年にローマンカトリックに改宗し、
Brighton Rock（1938）は Greene が初めてカトリック的テーマを正面から扱っ
た作品であり、本作の発表により、世に彼がカトリック教徒であることが知ら
れるようになった。
　Greene は自身の作品を「本格小説」（Novels）と、「娯楽物」（Entertainments）
に分類しており、Brighton Rock は1970年代に Collected Edition にまとめられ
た時には「本格小説」（Novels）に分類されていたが、作家自身がエッセイ集
Ways of Escape（1980）の中で述べている通り、本作は当初「探偵小説」とし
て書き始められた。それ故、イギリスでの最初の出版時のサブタイトルは「本
格小説」（A Novel）であったのが、アメリカの初版とイギリス Penguin 版では「娯
楽物」（An Entertainment）のサブタイトルが付けられ、その「探偵小説」的要
素から、本作はこれまでに1947年と2010年に２度映画化されている。
　本作はそのタイトルに、イングランド南東部のリゾート地 Brighton の地名
を冠しているが、筆者の知る限りでは、ブライトンという土地に拘った先行研
究はそう多くはないように思われる。
　先に、本作は２回映画化されていると述べたが、そのうち Rowan Joffé 監督
の2010年版はストーリーとプロット展開は原作に忠実であるが、その舞台は
1964年のブライトンに設定されている。1960年代と言えばイギリスの若者文化
である Mods 文化が花開いた時代であり、ブライトンはモッズと対立する文化
集団 Rockers との抗争の地であった。後にブライトンはモッズとロッカーズの
抗争を描く1979年の映画『さらば青春の光』の公開以降、世界中の音楽ファン
の「巡礼地」となっている。因に筆者も12年前に映画のロケ地巡りに、ブライ
トンに行ったことがある。2010年版の映画に於ける大胆な時代設定の変更は、
筆者に Pinkie たちの物語が展開するブライトンという土地の重要性に目を向け
させた。そこで本稿では1930年代のブライトンが Brighton Rock のテクストに
於いてどのように表象されているのかに注目し、この土地がカトリック教徒で
ある主人公PinkieとRose、信仰心を持たず中産階級的価値観で生きる Idaにとっ
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てどのような意味を持っているのかを考察したいと思う。
　本題に入る前に、1930年代後期モダニズムに書かれた Brighton Rock を論じ
るのにイングランド内の特定の土地に注目する理由を確認したい。Esty の A 
Shrinking Island によると、ポスト大英帝国時代のイングランドはそれまで大英
帝国周辺に向けられていた関心が内部に向けられた時期であり（この転回を
Esty は“anthropological turn”［人類学的転回］）と呼んでいる）、文学形式にお
いては“English particulalism”が“English universalism”（5）に取って代わった
と言う。この時代にイングランドが経験した“geopolitical events”（地政学的出
来事）（7）が後期モダニズムの文学スタイル形成に新たな“sense of spatial and 
cultural consolidation”（場と文化的統合の感覚）（7）を付与したと言う。この
Esty の主張を援用すれば、イングランド内の特定の地、ブライトンに注目して
後期モダニズムの文学テクスト Brighton Rock を再読することは十分に意味が
あることだと言う事が出来るだろう。
１．Brighton Rock が描く Brighton
　Brighton Rock のテクストは、ブライトンの描写で溢れており、テクストそ
のものが、ブライトンの描写で始まる。
　　Hale knew, before he had been in Brighton three hours, that they meant to 
murder him.   With his inky fingers and his bitten nails, his manner cynical and 
nervous, anybody could tell he didn’t belong― belong to the early summer sun, 
the cool Whitsun wind off the sea, the holiday crowd.   They came in by train 
from Victoria every five minutes, rocked down Queen’s Road standing on the 
tops of the little local trams, stepped off in bewildered multitudes into fresh and 
glittering air….   (5)
　この描写から、1930年代のブライトンはロンドンからの日帰りの観光客で溢
れており、実に「この日彼（Hale）以外に５万人の人が（ブライトン駅で）下
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車し、Hale がブライトンの町に紛れるのは至極簡単なことだった」（5）ほど
である。ブライトンは、ロンドンにはない“fresh and glittering air”（5）を求め
る Londoner のリゾート地として機能していることが伺える。この後、Hale が
Kolley Kibber の名で Messenger 紙のカードをばらまく場所が彼の予定表に従っ
て列挙されていく。これらの場所は全てブライトンに実在する通り（Queen's 
Road や Hove Street など）やランドマーク（Palace Pier、West Pier、Aquarium など）
であり、読者は Brighton 駅から南東に、その後海岸沿いに西に向かう Hale の
足取り（Pinkie 一味に殺されるため「予定」で終わってしまうが）を実際の地
図の上に辿ることが出来るのである。
　テクストに於けるブライトンはこのように一連のイベントが起こる「場」
（setting）としてのみ機能しているのではない。テクスト中の「人間は環境によっ
て作られる」（“Man is made by the places in which he lives”）（37）という言葉に
あるように、ブライトンは Brighton Rock の主要登場人物たちの characterization
に深く関わっているのだ。本稿はこの観点から Brighton Rock の再読を試みる
のであるが、考察する登場人物については Pinkie、Rose、Ida に限定したい。
　「生粋のブライトンっ子」（“real Brighton”）（220）であることに暗く、陰鬱
ながらもある種の誇り（“dreary pride”）（219）を持っている Pinkie は、ロンド
ン―ブライトン間を自由に行き来する Ida、Nottingham に拠点を移そうとして
いる Spicer や「Leicester とブライトンの間であれば、知らない場所はあまりな
い」（219）と主張する Pinkie の相棒 Dallow たちとは違って、ブライトン以外
の土地はよく知らない。Hale と Spicer 殺人の真相が明るみに出ることによる
身の危険や、Colleoni からの申し出を鑑みるとブライトンを去るのが最も良い
選択である状況にあっても、Pinkie はブライトンに留まることを選ぶ。Pinkie
の生家がある Paradise Peace（架空の地名）と Rose の実家がある Nelson Place（実
在する地名）は近く、Pinkie は「その町の地図を測量者のように正確に描くこ
とが出来る」（90）程にこれらの町の周辺に精通しているが、この Pinkie とブ
ライトンの不可分な関係は彼がブライトンで生まれ育ったという事実にのみに
起因しているのではない。
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　　“I liked Kite,” the Boy said.   He stared straight out towards France, an 
unknown land.   At his back beyond the Cosmopolitan, Old Steyne, the Lewes 
Road, stood the downs, villages, cattle round the dewponds, another unknown 
land.   This was his territory, the populous foreshore, a few thousand acres of 
houses, a narrow peninsula of electrified track running to London, two or three 
railway stations with their buffets and buns.   It had been Kite’s territory, it had 
been good enough for Kite, and when Kite had died in the waiting-room at St 
Pancras, it had been as if a father had died, leaving him an inheritance it was his 
duty never to leave for strange acres.   He had inherited even the mannerisms, 
the bitten thumb nail, the soft drinks.   (130)
　このように、Pinkie がブライトンを離れることが出来ない一番の理由は、
Kite の「縄張り」（“territory”）を彼の亡き後「遺産」（“inheritance”）として引
き継いだからである。しかし、Pinkie が Kite から引き継いだものはそれだけで
はない。親指の爪を噛むこと、酒を飲まないこと、などの「癖」（“mannerisms”）
も引き継いでいるのである。
　　“Where’s home?”
　　“Nelson Place.   Do you know it?”
　　“Oh, I’ve passed through,” he said airily, but he could have drawn its plan 
as accurately as a surveyor on the turf: the barred and battlemented Salvation 
Army gaff at the corner: his own home beyond in Paradise Piece: the houses 
which looked as if they had passed through an intensive bombardment, flapping 
gutters and glassless windows, an iron bedstead rusting in a front of garden, the 
smashed and wasted ground in front where houses had been pulled down for 
model flats which had never gone up.   
　　They lay on the chalk bank side by side with a common geography, and a 
little hate mixed with his contempt.   He thought he had made his escape, and 
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here his home was: back beside him, making claims.   (90)
　この引用から Pinkie は生まれ、Kite から相続したブライトンという土地を内
在化していることが読み取れるのだが、その情景はテクスト冒頭で描かれてい
る、日帰り観光客で溢れるリゾート地のそれとは異なっている。Pinkie が内在
化するブライトンは、Eagleton の述べるところの「みすぼらしく、安っぽい、
見かけ倒しの土地」（“seedy, flashy, candy-floss world”）（115）、言い換えるとリ
ゾート地として名高いブライトンの裏の面なのである。
　ところで、18世紀の半ばには既にロンドンの上流階級の人々の保養地として
賑わいを見せ、George ４世の来訪を受け、庇護を受けるようになってからは
Royal Pavilion をはじめとする優雅な建造物が立てられたブライトンがみすぼ
らしく、見かけ倒しであるというのはどういうことなのだろうか。これは、ブ
ライトンの再開発の歴史を紐解くことで明らかになる。
　1873年から1952年にかけて、ブライトンの市域は何度も拡大された。市域の
拡大に伴い、ブライトンに編入された地域には新しい宅地が開発され、都心の
スラム街再開発も行われた。しかしながらこの大規模な都市開発には立ち退き
の対象となった地域や、計画はされたものの実現されなかった地域もあったの
である。先に引用した Pinkie に内在化されているブライトンの情景がこの事
実を含んでいること、そして次の引用に見られるように、都市開発の恩恵を受
けている人々に対して Pinkie が憎悪を感じていることは注目に値する（佐藤
239）。
　　Whoever the owner was, he had come a long way to land up here.   The 
pram-wheelbarrow was covered with labels― the marks of innumerable train 
journeys― Doncaster, Lichfield, Clacton (that must have been a summer 
holiday), Ipswich, Northampton― roughly torn off for the next journey they 
left, in the litter which remained, an unmistakable trail.   And this, the small 
villa under the racecourse, was the best finish he could manage.   You couldn’t 
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have any doubt that this was the end, the mortgaged home in the bottom; like 
the untidy tidemark on a beach, the junk was piled up here and would never go 
farther.
　　And the Boy hated him.   He was nameless, faceless, but the Boy hated 
him, the doll, the pram, the broken rocking horse.   The small pricked-out plants 
irritated him like ignorance.  He felt hungry and faint and shaken.   He had 
known pain and fear.   (108)
　ここには、Pinkie が果たせない二つのことに対する彼の羨望を超えた憎悪を
見ることができる。つまり、都市開発の恩恵を受けた家主への憎悪のみならず、
家主の「数え切れない程の列車の旅」に対する、ブライトンを離れることが出
来ない Pinkie の嫌悪も現れているのだ。このように Pinkie が内在化する暗く、
みすぼらしいブライトンは1930年代の現実のブライトンの「負」の部分であり、
このブライトンの情景が彼の character を形成しているのである。
　Rose も Pinkie 同様ブライトンと不可分な人物として描かれている。「生まれ
た時からずっとここ（ブライトン）に住んでいる」（“‘I’ve always lived here―
all my life,’”）（73）17歳の Rose を形成しているのもブライトン、それも
Pinkie と同様に都市開発の「負」の部分なのである。
　　“What’ll you drink?” the Boy said.
　　She didn’t even know the name of a drink.   In Nelson Place from which 
she had emerged like a mole into the daylight of Snow’s restaurant and the 
Palace Pier, she had never known a boy with enough money to offer her a drink. 
She would have said “beer,” but she had had no opportunity of discovering 
whether she liked beer.   A twopenny ice from an Everest tricycle was the whole 
extent of her knowledge of luxury.   She goggled hopelessly at the Boy.   He 
asked her sharply, “What d’you like?”   I don’t know what you like.”
　　“An ice,” she said with disappointment, but she couldn’t keep him waiting.
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　　“What kind of an ice?”
　　“Just an ordinary ice,” she said.   Everest hadn’t in all the slum years 
offered her a choice.   (49)
　「ネルソンプレイスでは皆カトリック教徒である」（“‘We were all Romans in 
Nelson Place.’”）（91）という Rose の言葉通りカトリック信仰が Pinkie と彼女
の共通点であることは確かだが、それは二人を結ぶ要素のひとつでしかない。
二人を結びつけるもの、それは、とりわけ Rose の視点からは、二人が「生粋
のブライトンっ子」（“real Brighton”）（220）、それもブライトンのスラム地域
の出身者であることなのである。
　　“A man?”
　　“A woman.   A big one with a laugh.   You should have heard the laugh. 
Just as if she’d never had a care.   I didn’t trust her.   She wasn’t our kind.”
　　“Our kind”: he frowned again towards the shallow wrinkled tide at the 
suggestion that they had something in common and spoke sharply.   “What did 
she want?”   (89)
　　Rose said suddenly, “She’s never lived there.”
　　“Who?”
　　“That woman asking questions.   Never a care.”
　　“Well,” he said, “we can’t all ’ave been born in Nelson Place.”   (91)
　ここで二人が話題にしている人物は、勿論 Ida であるが、この会話から二人
を結びつけているのはブライトンのスラム地域であること、そして二人と Ida
を決定的に相容れない者同士にしているのが、Ida がブライトンの人間でない
ということ、この２点を読み取ることが出来るだろう。
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２．抗争の地としての Brighton
　先に引用した「人間は環境によって作られる」（“Man is made by the places in 
which he lives”）（37）という件は Ida の characterization がロンドンの都会の情
景と重ねて語られる場面に於いてのものである。
　　But while she wept a determination grew; it grew all the way to the tram 
lines which would lead her back to her familiar territory, to the bars and the 
electric signs and the variety theatres.   Man is made by the places in which 
he lives, and Ida’s mind worked with the simplicity and the regularity of a 
sky sign: the ever-tipping glass, the ever-revolving wheel, the plain question 
flashing on and off….   (36-37)
　Ida が Fred（Hale）殺人の真相追求を決心する、言い換えると Brighton Rock
の drive force となるものが生まれるのがこの件であり、Ida の決断の過程や、
彼女の characterization がロンドンの都会の情景と切り離せないことは看過でき
ない。
　Ida の拠点となる下宿はロンドンの中心部 Russell Square にある。ラッセル
スクウェア周辺地域は Bloomsbury と呼ばれる文教地区で、ロンドン大学及び
その関連施設、大英博物館等がある場所である。そして何より、Virginia Woolf
や E.M. Forster らが名を連ねる文学者、知識人の集団ブルームズベリーグルー
プの地として有名である。ブルームズベリーというハイカルチャーの地は、
テクストの「彼女は中流下層という偉大な階級に属していた、彼女の楽しみ
はみんなの楽しみだった、彼女の迷信はみんなの迷信だった」（“she belonged 
to the great middle law-abiding class, her amusements were their amusements, her 
superstitions their superstitions”）（80）という一節が「アイダ・アーノルドの特徴
を要約するばかりでなく、同時代のイングランドのポピュラー・カルチャーのか
たちを適切に言い表している」（佐藤223）と解釈が出来る、1930年代のポピュ
ラー・カルチャーの権化 Ida とは一見相容れないように思われるかも知れない。
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　　A stranger: the word meant nothing to her: there was no place in the world 
where she felt a stranger.   She circulated the dregs of the cheap port in her glass 
and remarked to no one in particular, “It’s a good life.”   (72)
　イングランドのポピュラー・カルチャーの権化 Ida がハイカルチャーの地ブ
ルームズベリーを拠点に、ロンドン―ブライトン間を自由に移動する様は、ドゥ
ルーズ、ガダリの言うところの Ida のノマド性を表しているとも解釈が出来、
絶えず外部や他者との関係を拡大し続けるノマド的 Ida の生き方は、イングラ
ンドが1900年代後半に経験することになる多文化主義を予兆しているようにも
思われるのだ。
　Brighton Rock の主要登場人物たちは皆、特定の土地との関係性を通し
て characterization が形成されるのであるが、Pinkie と Rose の場合は彼らの
characterization とブライトンという土地が不可分の関係であり、その地を離
れられないことが彼らの物語が破滅的な結末に至る原因となっている。一方
で Ida は大都会ロンドンが彼女の characterization に欠かせないという点では
Pinkie たちと同様であるが、活動の拠点となる地が、自分が享受する文化と
は相容れない文化の拠点であることに拘らず、その地と他の土地を自由に行き
来することが出来るのである。
　土地（場所）と characterization の関係が、Pinkie と Rose の場合と、Ida の場
合とでこのように対照的であることは、Ida が二人と価値観や信条を共有でき
ないことを示唆している。
　Pinkie と Rose の二人と、Ida の価値観の対立については先行研究に於いて既
に議論し尽くされているが、本発表で注目したいのは「善悪」対「正・不正」
や「信仰」対「不信仰」といった対立ではなく、James L. McDonald や Diemert
が述べるような階級の格差から生じる価値観の対立である。
…this work[Brighton Rock], set in the depression of the thirties, dramatizes 
the conflict between the impoverished, embittered lower class represented by 
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Pinkie and Rose, and the socially acceptable and respectable world of middle-
class law and order represented by Ida Arnold.   (McDonald 199)
　　Ida’s understanding of Pinkie and Rose is also inhibited by her lack of a 
religious sense and her adherence to a middle-class vision of society.   Unable 
to see otherwise, she amuses that her world is the only world….   She cannot 
see what is not part of her experience and so is blind to the dark side of 
Brighton― the poverty, the crime, the early deaths of so many young people. 
For this reason, she is completely ignorant of the knowledge that comes with 
the experience of poverty.   (Diemert 141)
　二人の批評家の論文にはブライトンという土地と、Pinkie、Rose と Ida の価
値観の対立との関連についての言及はないが、やはり、そこには何らかの関連
性があるのではないだろうか。
　ここで、本稿のテーマの示唆を与えてくれた、モッズとロッカーズの抗争に
ついて触れたいと思う。モッズとロッカーズの抗争はブライトンをはじめとす
る海辺の行楽地で、バンクホリデー等の休日に起こっていた。暴動の数日前
には地元紙がその「予告記事」を出し、暴動後はその様子が詳細に報じられ
た。新聞報道では暴動の参加者の人数や被害が誇張されることもあったようだ
（Cohen19,122）。モッズとロッカーズの抗争は大いに注目され、やがて勝敗や
対立の解消が目的ではなく、警官隊を巻き込んだ抗争の為の抗争となっていく。
　実はこのような「抗争の可視化」についての言及が Brighton Rock のテクス
トに見られるのである。
　　“The races start next week, and I don’t want to have any big scale mob 
fighting in Brighton.   I don’t mind you carving each other up in a quiet way, I 
don’t give a penny for your worthless skins, but when two mobs start scrapping 
people who matter may get hurt.”   (67)
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　この警部の台詞にある“big scale mob fighting in Brighton”（「ブライトンで
の大規模な暴動」）は60年代のブライトンを予見しているような内容である。
この後、警部に「お前は Colleoni には太刀打ち出来ない」（“‘You can’t stand 
against Colleoni. ’”）、「俺の忠告を聞いて、ブライトンから出て行け」（“‘You 
take my advice.   Clear out of Brighton.’”）（67）と言われた Pinkie は自分と
Colleoni との抗争は世間に知られなくてはならないと考える。
There was poison in his veins, though he grinned and bore it.   He had been 
insulted.   He was going to show the world.   They thought because he was only 
seventeen….   (68)
　モッズとロッカーズの抗争が、世間の注目を集める為に休日の、ロンドン近
郊の行楽地ブライトンで行われたのと同様に、Hale 殺害は Whitsun（聖霊降臨
節）に、Pinkie と Colleoni の抗争は競馬レースで多くの人が集まるブライトン
で行われなければならないのだ。
３．まとめ－ Brighton から足を延ばして…
　ここまで、2010年版の映画化に着想を得て、後期モダニズムの文学テクスト
Brighton Rock に於いてブライトンという土地がどのように表象されているか
を分析してきた。
　最後にブライトンから少し足を延ばして Ida が Pinkie を追いつめる場所
Peacehaven に赴きたいと思う。ブライトンが「抗争の場」として機能している
ように、ピースへイヴンという白亜の崖に位置するこの町は抗争の終決の地と
して機能しているかのように思われる。
　ピースへイヴンはブライトンから東の海岸沿いに実際に存在する白亜の崖の
上に作られた町である。以前にも Pinkie は Rose を誘ってこの地を訪れている
のだが、その場面では、この土地の情景が詳細に語られている。
（13）
Little tarred bungalows with tin roofs paraded backwards, gardens scratched in 
the chalk, dry flower-beds like Saxon emblems carved on the downs.   Notices 
read: “Pull in Here,” “Mazawattee tea,” “Genuine Antiques,” and hundreds 
of feet below the pale green sea washed into the scarred and shabby side 
of England.   Peacehaven itself dwindled out against the downs: half-made 
streets turned into grass tracks.   They walked down between the bungalows 
to the cliff-edge.   There was nobody about: one of the bungalows had broken 
windows, in another the blinds were down for a death.   “It makes me giddy.” 
Rose said, “looking down.”    It was early closing and the store was shut; 
closing time and no drinks obtainable at the hotel; a vista of To Let boards 
running back along the chalky ruts of unfinished roads.   (88)
　ピースヘヴンにもブライトン同様、都市開発の波に取り残された部分がある
ことがここでは語られているのであるが、注目したいのは、この地が白亜の崖
であることだ。
　映画『さらば青春の光』のラストシーンでは主人公 Jimmy がモッズ文化の
象徴的アイテムのひとつであるスクーターを白亜の崖から捨てるのだが、これ
は、Jimmy の、それまで自分がコミットしていたモッズ文化に対する幻滅や決
別を表す行為と解釈出来る。この崖は Beachy Head という地で、ピースヘヴン
から更に東の海岸沿いにある場所だが、Pinkie が追いつめられ、命を落とす場
所と同じ白亜の崖であることは筆者には興味深く感じられる。
　『さらば青春の光』は、スクーターを捨てた後の Jimmy の行く末が明示され
ていないという点ではオープンエンディングの作品である。Brighton Rock は一
見 Ida 的価値観が勝利したように見えるのだが、Rose は生き残り、Pinkie の
子を妊娠していることが仄めかされ、「彼は存在していたし、また永遠に存在
するだろう」（“He had existed and would always exist.”）（247）という語り手の
言葉は、彼女の中に Pinkie の魂が生き残ることを示唆している。
　一見すると Pinkie の抗争はピースヘヴンで終決したように見えるのだが、
（14）
終決したか否かは、実は大いに読み手の判断に委ねられているのである。物
語の最後に告解場から出て来た Rose がまるで Pinkie が存在しなかったかのよ
うに元の生活に戻るという「完全な円環を形作る恐怖は終わった」（“the worst 
horror she thought was over― the horror of the complete circle”）（247）と感じてい
るように、Brighton Rock というテクストも「完全な円環を形作る」ことを拒
んでいるのではないだろうか。
注
１　本稿は日本キリスト教文学会大2018年度第47回全国大会（2018年５月12日、於四国
大学）において口頭発表した原稿に加筆、修正をしたものである。
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